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サブストームと電離圏擾乱

[1] 津川卓也、宮下幸長、塩川和夫、小川忠彦、大塚雄一
[2]斉藤昭則、西岡未知

[1] 名古屋大学太陽地球環境研究所
[2] 京都大学大学院理学研究科地球物理学教室

• ストーム・サブストームに伴うオーロラ帯へのエネルギー流入時
の高中緯度電離圏擾乱（大規模TID、シンチレーション）の観測

• 高中緯度電離圏観測：日本と米国のGPS-TECマップ

• エネルギー流入の観測：衛星（ＵＶＩ）、地上磁場データ、ＨＦレー
ダー（SuperDARN）、ＡＭＩＥ等



Oct 13, 2004 中緯度短波レーダー研究会 2

磁気嵐時のＴＥＣ変動

[Ho et al., 1996]
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[Pi et al., 1997]

磁気嵐時の電子密度擾乱
（シンチレーション）
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磁気嵐時における高中緯度電離圏擾乱

これまでの少ない観測点による研究で既に明らかなこと

• 高緯度から赤道方向への大規模TIDの伝搬

• 地磁気的高緯度域でシンチレーションの発生

高空間・高時間分解能、広領域での高中緯度電離圏観測で
明らかになること

• 大規模TID生成機構、ソース領域、経度幅

→高中緯度電離圏の定量的なエネルギー輸送

• シンチレーション発生の領域、タイミング、継続時間

→小規模電離圏擾乱の生成機構、宇宙天気予報
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日本と米国のＧＰＳ受信機網 （2003年11月現在）

GEONET：約1,000点
磁気緯度：20-35°N
TEC水平分解能：20-30km
時間分解能：30秒

IGS（＋CORS）：約６００点
磁気緯度：40-60 °N
TEC水平分解能：約100km
時間分解能：30秒
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2003年10月29日の大規模磁気嵐
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2001年3月31日の大規模磁気嵐

[Shiokawa et al., 2003]
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AMIE/TIEGCM Joule Heating Rate [Shiokawa et al., 2004]
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まとめ

日本と米国のGPS受信機網による2次元TECマップにより、磁気嵐時の
高中緯度電離圏擾乱を観測した。

• 日本と米国上空で複数の大規模TIDの伝搬

• 米国上空で大規模TIDの生成、少なくとも5,000km以上の経度幅

• 米国上空全域で継続時間の長いシンチレーション

今後の課題

• 日本と米国の大規模TIDとオーロラ帯エネルギー流入領域との関係

• 高中緯度電離圏で輸送されるエネルギーの収支

• 高緯度シンチレーションの生成・収束機構
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